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を用いて 2 平行線形識別関数を実現する重みを求める方法を与え、さらにこれを応用して 2 値 4 変数
以下のすべての関数について、それらを平行線形識別関数として実現する重みの表を与えている。
第 9 章は結論であって、本論文で得た諸結果を総括的に述べ、今後の方向について述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、多値レベルでの情報の処理、伝送に関する重要な基礎理論の一つである、多値論理代数
系におけるしきい値論理についての理論的研究の成果をまとめたものである。
著者は、まずしきい値関数の分解と合成の手法を明らかにしている。この手法は、同じ重みベクト
ルを持つしきい値素子よりなる、能動回路網の構成に際しての基礎的な概念を与えるものである。
次に、しきい値関数の必要条件について考察し、従来の 2 値論理における理論を発展させた新しい種
類の単調性の性質を明らかにしている。
また、パターン認識において用いられる識別関数について、しきい値関数の概念の拡張の見地から
考察し、平行線形識別関数を提案しその性質を明らかにすると同時にこれを実現する一つの手順を与
えている。
以上の研究結果は、多値論理代数系におけるしきい値関数の判定と構成に関する問題を解明したも
ので、人工知能における識別モデル、多値符号の伝送処理などの情報工学、通信工学の分野に貢献す
るところが大きく 博士論文としての価値あるものと認める。
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